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 1. 事業の概況
　平成22年度は当財団として第14期を無事終えました。

　本年度は研究助成事業、報告会事業、報告誌事業の例年通りの事業に加えて、特別事業

として徳島市において栄養士・一般を対象に公開講演会を開催し、200名を超える参加者

が集まりました。

　役員の異動については、第 2 回評議員会にて次期（平成23年 4 月から）理事 7 名、監事

2 名が選任され、第 2 回理事会にて次期（平成23年 4 月から）評議員 9 名が選任されまし

た。また、同第 2 回理事会にて次期選考委員12名が選任されました。

　次年度（平成23年度）において公益財団法人への移行認定申請を行う件につき、関連す

る事項：事業概要、定款の変更の素案、最初の評議員の選任方法案等が第 1 回理事会及び

同評議員会にて了承されました。

　 8 月に最初の評議員の選任方法についての主務官庁の許可を得て、12月には最初の評議

員選定委員会が開催され、最初の評議員 9 名が選任されました。第 2 回理事会及び同評議

員会においては、移行後の代表理事、執行理事及び最初の評議員の氏名を掲名した定款の

変更の案について承認し、併せて新法人役員等報酬規程、移行申請書に記載すべき事項の

概要等も了承されました。

 2. 事業報告
（ 1 ）研究助成事業報告

　「たん白質に関する研究及びこれに関する研究を行う者に対する研究助成」

　前年度において選定された平成22年度（14期）の一般研究の助成として、22件の課題に

対して総額22,000千円を通知し、また若手研究者枠の助成は 7 件の課題に対して総額3,500

千円を通知し各研究に助成金を支払いました。同時に、昨年に継続して採択された特定研

究課題2題及び新規特定研究課題 1 件に対して15,000千円を支払いました。

　これらの研究成果は、平成23年 5 月末に予定されている研究報告会において報告される

予定であります。

　続いて平成23年度（第15期）の研究助成の課題を募集したところ、一般研究課題84件、

若手研究者枠19件及び継続課題2件を含め特定研究課題 6 件の応募がありました。応募課

題について選考委員長の今泉先生を中心に、選考委員の熱心な選考が行われ、所定の手続

きに従い、一般研究課題は20件が採択され、若手研究者枠は10件が採択されました。特定

研究は継続課題2件および新規課題1件、計3件が採択されました（総額：40,000千円）。

この選考結果は速やかに各研究者に通知されました。採択された一般研究課題20件、若手

研究者枠10件と特定研究課題 3 件の研究成果は平成24年度の研究報告事業で報告され、研

究報告誌として刊行される予定であります。
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（ 2 ）研究報告会事業報告

　たん白質に関する研究及びこれに関する研究に関する研究報告会の開催」

　平成21年度（第13期）助成課題として採択された被助成者は約 1 年間の研究期間の後、

平成22年 5 月31日と 6 月 1 日の二日間にわたり「千里阪急ホテル」に一堂に会して個々の

研究成果を報告して頂き、活発に討議がなされました。

（ 3 ）研究報告誌事業報告

　「たん白質に関する研究及びこれに関する研究に関する成果の刊行」

　平成21年度（第13期）に採択された被助成者による研究成果を掲載した報告会記録

「大豆たん白質研究」第13巻を平成22年12月に刊行しました。本誌はISSN1344－4050、

CODEN　DTKEFVとして公開されており、国会図書館等で閲覧することができ、又科

学技術文献データベース（JICST）で検索が可能であります。この報告誌は、関係者、希

望者に無料で配布されました。

（ 4 ）広報事業報告

　「財団のホームページの更新」

　平成21年度の事業報告・決算報告並びに財務内容、及び本年（平成22年）度の事業計

画・予算を総てインターネット（http://www.fujioil.co.jp/daizu/）上に公開しました。こ

こには役員・評議員等関係者の随想も掲載されています。

　報告会記録「大豆たん白質研究」に掲載された報告内容は同じくインターネット上で検

索システムを附けて公開しており随時閲覧が可能であります。

（ 5 ）その他事業報告

　「その他目的を達成するために必要な事業」

　平成22年10月には栄養士・一般の方を対象に「大豆のはたらきin徳島－食を通して健や

かな人生を−」と題してホテルクレメント徳島にて公開講演会を開催しました。200名を

超える聴講者の方が参加しました。

　財団の内容説明と事業紹介のため「時報」第13号を刊行しました。

 3. 活動報告

（ 1 ）研究助成課題採否の通知と助成金の支払い

　　　採否の通知：平成22年 3 月

　　　研究助成の手続（研究寄付金申し込み）：平成22年 4 月より

　　　助成金の支払い：所属機関等の所定の手続き終了後速やかに実施

（ 2 ）第12回研究報告会開催

　　　日時：平成22年 5 月31日、6 月 1 日

　　　場所：千里阪急ホテル

　　　内容：平成21年度（第13期）助成課題の研究成果報告会
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（ 3 ）第 1 回選考委員会

　　　日時：平成22年 5 月31日

　　　場所：千里阪急ホテル

　　　議題：平成23年度研究助成課題応募要項等について

　　　　　　平成21年度（第13期）研究成果報告会の運営について

（ 4 ）第 1 回理事会

　　　日時：平成22年 6 月 1 日

　　　場所：千里阪急ホテル

　　　議題：平成21年度（第13期）事業報告について

　　　　　　平成21年度（第13期）決算に関する計算書類について

　　　　　　平成23年度研究助成課題募集要項等について

　　　　　　公益財団法人移行の概要とスケジュールについて

　　　　　　最初の評議員の選任について

（５）第 1 回評議員会

　　　日時：平成22年 6 月 1 日

　　　場所：千里阪急ホテル

　　　議題：平成21年度（第13期）事業報告について

　　　　　　平成21年度（第13期）決算に関する計算書類について

　　　　　　平成23年度研究助成課題募集要項等について

　　　　　　公益財団法人移行の概要とスケジュールについて

　　　　　　最初の評議員の選任について

（６）時報（第13号）刊行

　　　日時：平成22年 9 月

　　　内容：財団の沿革、事業紹介、事業報告、決算報告などの広報誌として

（７）第15期研究助成課題募集の告知

　　　日時：平成22年 9 月～12月

　　　インターネットに募集要項を告知：URL http://www.fujioil.co.jp/daizu/

　　　関連学会誌並びに学会ホームページに募集要項を掲載：日本農芸化学会誌、日本栄

養・食糧学会誌、日本食品科学工学会誌，栄養学雑誌、日本調理科学会誌、日本育

種学会誌、日本臨床栄養学会誌、化学工学、医学の歩み，日本医事新報など

（８）研究報告誌（第13巻）刊行

　　　日時：平成22年12月

　　　内容：財団第13期研究助成課題の研究成果報告誌「大豆たん白質研究」刊行

（９）公開講演会開催
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　　　日時：平成22年10月 1 日

　　　場所：徳島市　ホテルクレメント徳島

　　　内容：栄養士・一般の方対象の公開講演会

（10）財団インターネットホームページへの更改（http://www.fujioil.co.jp/daizu/）

　　　日時：平成22年 8 月及び平成23年 3 月

　　　内容：不二たん白質研究振興財団の概要と活動内容を情報公開

　　　　　　「大豆たん白質研究Vol.13」の内容を公開

　　　　　　平成20年度の事業報告と決算並びに平成21年度の事業計画と予算を掲載

　　　　　　各時報に掲載された理事、評議員、選考委員の随想文を掲載

（11）第 2 回選考委員会

　　　日時：平成23年 1 月25日

　　　場所：千里阪急ホテル

　　　議題：平成23年度（第15期）助成課題の選考について

　　　　　　

（12）第 2 回理事会

　　　 日時：平成23年 1 月25日

　　　 場所：千里阪急ホテル

　　　 議題：平成23年度（第15期）事業計画案について

　　　　　　 平成23年度（第15期）収支予算案について

　　　　　　 平成23年度（第15期）助成課題の採択について

　　　　　　 次期評議員の選任について

　　　　　　 次期選考委員の選任について

　　　　　　 定款の変更の案について

　　　　　　 新法人役員等報酬規程案について

　　　　　　 移行申請の概要

　　　　　

（13）第 2 回評議員会

　　　 日時：平成23年 1 月25日

　　　 場所：千里阪急ホテル

　　　 議題：平成23年度（第15期）事業計画案について

　　　　　　 平成23年度（第15期）収支予算案について

　　　　　　 平成23年度（第15期）助成課題の採択について

　　　　　　 次期役員の選任について

　　　　　　 次期選考委員の選任について

　　　　　　 定款の変更の案について

　　　　　　 新法人役員等報酬規程案について

　　　　　　 移行申請の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


